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研究成果の概要（和文）：自閉症スペクトラムを持つ患者は社会的相互作用，コミュニケーションに困難を持つ他，限
られた関心や反復行動を示すことが知られている。本研究課題では自己動作とその結果の因果関係（随伴性）の認知に
関わる神経基盤について自閉症を持つ患者と定型発達者とで比較した。fMRI計測中，被験者は手指運動を行い,動作の
リアルタイムフィードバックか異なるフィードバックを観察した。その結果，身体部位の視覚処理に関わるEBAにおい
て自閉症スペクトラム指数が高いほど，自己動作のリアルタイムフィードバックに対する活動が強いことが示された。
従って，自閉症の傾向が強いほど自己動作に対してより感受性が強いということが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Individuals with autism spectrum disorder (ASD) are known to have difficulties in 
social interaction, communication, and shows restricted interests and repetitive behaviors. In this 
project, we compared neural substrates of contingency detection of individuals with ASD and typical 
development (TD).
During fMRI scan, individuals with ASD and TD performed hand shape formation task. We manipulated 
congruency between self-action and visual feedback (congruent / incongruent), type (self / other), and 
timing of feedback (delay / simultaneous).
We found EBA showed significant congruency effect for simultaneous feedback of self-action in both 
groups, and for delayed feedback of self-action in the ASD group. Subsequently, it was revealed 
autism-spectrum quotient (AQ) score and effect size of congruency was positively correlated only in the 
self-condition. These results suggested that individuals with ASD are more sensitive to congruency of 
executed and observed self-action than other’s action.

研究分野：認知神経科学
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１．研究開始当初の背景
 

  自閉症スペクトラム障害は神経発達障害
の一つで，他者とのコミュニケーションなど
社会的相互作用に困難を持つことが知られ
ている。社会的相互作用には自分と他者の行
為の因果関係
が不可欠であり，幼少期の子と親との間で交
わされる見つめ合いや相互模倣が自他行為
の関係性の認知に寄与することが示唆され
ている。
能力は自己の動作それに伴う外界の物理的
な事象のように完全な随伴事象の理解から，
自己の動作を他者が真似するときのように
時間的な遅れを含んだ不完全ではあるが随
伴する
性）を理解
つ子どもでは，完全な随伴事象の理解はでき
るものの社会的随伴性の理解に困難を持つ
ことが示唆されている
のことから
する反応が弱く，社会的随伴性の認知能力の
発達不全があると考えられてきた
では（
随伴性と社会的随伴性の認知に関与する神
経基盤には共通する場所があると仮説を立
て，機能的磁気共鳴画像法（
研究を行った。その結果，身体部位の視覚処
理に関わる
自己動作とフィードバックの同一性の処理
に関与することが示された。一方で下前頭回
ではフィードバックの動作主体，一致性，自
己動作との時間的関係性なども考慮した随
伴性認知の処理が起こっていることが示唆
された。
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本研究
会的随伴性の神経基盤について自閉症患者
と定型発達者と
者では社会的随伴性認知の神経基盤が定型
発達者と比べて機能的に未発達であること
を解明するため
計測実験を行った。
 
３．研究の方法

 
本研究では自閉症患者
発達者
判断する課題を
能的MRI
１日目は
験者は
の指を動
目はMRI
の寝台に横になり，スクリーンに呈示された
指の動きのビデオを観察するとともに，同時
にヘッドフォンを介して数字を読み上げる
音声を聞いて指を動かすよう教示を与えた。
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